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自然とふれあう機会をもっと増やしたいと思うか

0 10 20 30 40 50

今も自然とふれあう機会はあるがもっと増や
したいと思う

今は自然とふれあう機会はほとんどないが、
今後はその機会をもっと増やしたいと思う

今、自然とふれあう機会はほとんどないが今
後も特にその機会を増やしたいとは思わな

い

今と同じ程度、あるいはそれ以下で十分だと
思う

「増やしたいと思う」が72.8％

自然の保護と利用に関する世論調査(内閣府,2001）

（％）



観光の主な目的
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慰安旅行

ｽﾎﾟｰﾂ*1・ﾚｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ
自然・名所・ｽﾎﾟｰﾂ
見物や行楽*2
神仏詣

趣味・研究*3

温泉に入る・湯治

避暑・避寒

避暑・避寒以外の
保養・休養*4
新婚旅行

旅先での出会いや
交流
祭り・イベント*5

その他

出典：観光の実態と志向（第20回）



自然公園が果たす役割

自然の保護と利用に関する世論調査（内閣府,2001）

58.7

34.3

27.3

27.1

12.0

9.5

9.7

0.3

3.7

57.6

32.4

31.9

27.4

13.5

8.4

8.0

0.1

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70

自然とふれあう

国や地域を代表する優れた自然を後世に残す

野生生物の生息地

休息の場

自然について学習する場

野外レクリエーションを行う場

地域の発展に役立つ観光地

その他

分からない

(複数回答)
(％)

平成8年11月調査(Ｎ＝3,493人,Ｍ．Ｔ．＝182.5％)

今回調査(Ｎ＝2,072人,Ｍ．Ｔ．＝182.0％)



国立公園を訪ねた目的・今後国立公園でしてみたいこと
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風景探勝

ﾄﾞﾗｲﾌ ﾞ・ ﾂ ｰﾘﾝｸ ﾞ

温 泉浴

夏山登山

海水浴

野鳥観察 ・動植物観察

ｷｬﾝﾌ ﾟ

ｹ ﾞﾚﾝﾃ ﾞｽｷｰ・ｽﾉｰﾎ ﾞｰﾄ ﾞ

観 光船 ・川下 り

魚釣 り

ｻ ｲｸﾘﾝｸ ﾞ

ﾎ ﾞﾗﾝﾃ ｨｱ活動

ｽｷｭｰﾊ ﾞﾀﾞｲﾋ ﾞﾝｸ ﾞ

ｺﾞﾙ ﾌ

ﾛｯ ｸｸﾗｲﾐﾝｸ ﾞ・沢 登 り

冬山登山

ﾂｱｰｽｷｰ・ ﾍﾘｽｷｰ

ﾌｨｰﾙ ﾄ ﾞｽﾎ ﾟｰﾂ

ﾏｳﾝﾃ ﾝﾊ ﾞｲｸ

ｹｰﾋ ﾞﾝｸ ﾞ（洞 窟探検 ）

冬山散策等

ｶﾇ ｰ（含 ｼｰｶﾔ ｯ ｯ ｸ）

ｻ ｰﾌｨﾝ・ ｳ ｨﾝﾄ ﾞｻ ｰﾌｨﾝ

ｼ ｭ ﾉｰｹﾘﾝｸ ﾞ

乗 馬

体験農 （林漁 ）業

N= 7 ,0 9 1
(% )

国 立公園を訪ねた目的

今後国立公園の中でし
てみたいこと

平成12年度国立公園地域連携強化対策事業報告書（（株）三菱総研,2001）
％



各主体における自然とのふれあいへの取組み

ふれあい自然塾
ふるさと自然塾
（大杉谷自然学校など）

など

ホールアース自然学校
キープ協会
白川郷自然学校

（トヨタ自動車）
柏崎環境学校
（東京電力）など

田んぼの学校（農水省）
水辺の楽校（国交省）
遊々の森（林野庁）
青少年自然の家での
自然体験活動（文科省）

など

国 自治体 企業・民間団体

（JEEF自然学校センターの定義より）

①活動の場としての施設やフィールドを有する
②専門性を持った指導員が常駐している
③自然体験や環境学習をテーマにした
プログラムを通年実施している

定義

全国で1441校が活動中（平成14年環境省調
べ）

自然学校

自然学校の数


